
ラヂオきしわだ番組審議委員会第十三回議事録 

 

開催日時  平成 25年 6月 21日  15時から 16時 

 

場所    ラヂオきしわだ事務局 

 

ご出席委員  片山智信      ご欠席委員   杉本曻 

  西村静代              烏野誠一 

谷口真澄              芦田有香 

                      

放送局長  八木雄一郎 同席 

事務局長 北野 忠夫 同席  

理事      片山陽子 同席 

 

1.番組編成概要  

 番組審議委員長の片山智信氏が開会を告げ、八木放送局長より番組表をお見せしながら、番組編

成概要を以下の通り説明する。今月 9日から日曜日の正午から 1時間は「Sound Forest」に替わ

っている。前の番組同様、洋楽の番組で今回はＤＪが女性になっている。 また 7 月からは火曜

日午後 6 時からの「香月真紀の音戯工房」が香月さんの降板で、その番組のコーナーを担当して

いた人がメインのパーソナリティになり、番組名を変えて続ける予定である。保険所・医師会の

ご協力を頂いて、金曜日の午後 2 時から「みんなの健康」という番組を企画している事を紹介す

る。持ち込みの案件はあるが、毎週となると難しい。 

  片山委員長より、番組を替えるというのは大変であるが、メンバーが替わっても続けていける

ということで、それは良い事だという話があった。 

2.審議頂く番組 

 ご審議頂く番組を聞いて頂く、一つは「ハートフル・トーク」で、これは以前から放送していた

番組であるが、4月から生放送になったもので、もう一つは「サムライローズ アラフォーやけど

アイドルやねん」で、昨年末まで放送していて、1月‐3月は休止していたものを 4月から再登場

したものである。この二つは日曜日の午後 1 時から隔週の放送をしていて、隔週というのは変則

的であるが、人気があるのでこういう形をとっていることを説明する。 

  聞いて頂いた結果、特に審議委員の皆さんからはご意見はなかったが、片山委員長より、番組

全体についてリスナーからクレームがないかの質問があり、八木局長より特にないことを答える。

クレームがないという事は関心がないと言うことで、喜んでいいかどうか。クレームも大事にし

ないといけないとの話があった。 

3.平成 24年度収支報告 

 八木局長より先日の社員総会で承認された平成 24年度の収支決算報告をする。現在認定ＮＰＯ獲

得に向けて内閣府に書類を提出しているところであり、認定ＮＰＯになれば税金の還付を受けら

れ、寄付を頂きやすくなることに期待し、これを軸にやっていこうとしていることを説明する。



助成金も獲得に向けて努力していることを説明し、どうしてもマンパワーが足りないので、常勤

での人を雇う必要があり、人件費を補てんするような助成金が欲しいと考えていることを説明す

る。また岸和田市に対して、「広報及び災害時情報発信に関する要望書」（各委員にコピーを配布）

を提出し、500万円位の予算化を要請し、7月末までに回答貰う予定であることを説明した。 

 4.番組放送及び番組に対するご意見  

   防災関係に関して、片山委員長より、「災害時にＦＭ放送は役に立つ」ということは、皆が周知のこ

とと思うが、行政から予算をもらうということはきちっとした体制が必要で、全岸和田市をカバー

できるのかとの質問があり、電波は神於山の裏側は届かない、また難聴地域もあるが、テレビ岸和

田の再放送システムで聞いてもらえるようになっている。インターネットで聞いてくれている人が

多いと考えていると八木局長より返答する。 

   谷口委員より防災関連は「人の命を守る」ということが一番で、二次災害にならないように市民

を誘導することが一番だと考えるというご意見があった。 

   八木局長より、市側は防災協定について「何時でも協定します、契約書を持って来て下さい」と言

うが、実際は「市がお願いすることを流して欲しい」というスタンスで、緊急時には間に合わない

危惧を持っていることを説明する。 

   谷口委員より、「防災協定については、もっと市の方に取り組んでもらうようにプレッシャーを掛

けていただいて」との意見が出る。 

   片山委員長より、番組を地域に密着させたらどうかという意見があった。出来るだけ市民を出す。

泥臭くてもいい。市民の間での話題作りとオピニオンリーダーが必要だ。そんな番組をすることに

よってファンを作っていく必要があるのではないかとのご意見があった。八木局長より「おはきし」

がそれを目的とした番組であると説明があった。西村委員より、知人にラヂオきしわだに出た方（コ

ーラスグループ）が居る、そんな事があればより関心を持つ事になるとの話がある。 

 5.その他 

  烏野委員の退任による、補充の人選を八木局長より説明。 

   候補として内諾を頂いている浪切ホール館長の近松氏と、カーネーションで岸和田の時代考証を

された永谷氏の説明し承知される。 

    

次回の番組審議委員会を 8月初めに開催することを確認して閉会した。 

以上 


